
水まわりの特長
建物の特徴

「エニシオ名駅」は、JRや名鉄名古屋本線、近鉄名古屋線、地下鉄などの主要駅が集まり中部経済の未来を担う名古屋駅エリアに、2023（令和5）年8月に誕生した次世代型オフィスビルである。人・街・世界が有機的にリンクする新しいビジネスの創造を見据え、「縁（えにし）」と大きな輪をイメージしたアルファベットの「O」から名付けられた。高度な制震・BCP・環境性能のもと、周辺環境との調和と最新技術による機能性と意匠性を追求した。快適なオフィス空間実現のために、コンピューショナルデザインを導入。眺望を確保しつつ、最適な日射制御による窓まわり空間の快適化を図っている。さらに各階にWEBミーティングスペースを設けるなど、生産性向上をサポートするビジネス機能も充実させている。

トイレの特長
水まわりの器具は、快適性と衛生面に配慮して選定。オフィスフロアの男女トイレの大便器は、やわらかなフォルムのデザインと機能性に優れたウォシュレット一体形便器ネオレストRSを採用。さらに快適性に配慮して、各トイレ内に歯みがきコーナー、女性トイレにはパウダーコーナーを設置し、洗面コーナーの混雑緩和を図っている。また衛生面に配慮し、壁掛型の自動洗浄小便器や継ぎ目のないツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）を選定。 BCP対応として、自動洗浄小便器や洗面カウンターの水栓は、自己発電タイプを採用している。1Fには、商業店舗が入居していることから、乳幼児連れにも配慮したベビーシートやベビーチェア、フィッティングボードを完備したバリアフリートイレを設置している。

名古屋駅エリアに立地する、次世代型オフィスビル「エニシオ名駅」。個の集合体が印象的な外観デザインは、コンピュテーショナルデザインの導入により、「眺望の確保」と「窓まわり空間の快適化」を両立させている。

建築概要
名称 エニシオ名駅
所在地 愛知県名古屋市中村区名駅4-801-803
施主 オー・ティー・ワン特定目的会社
設計 大成建設株式会社
施工 大成建設株式会社
竣工年月 2023年8月
敷地面積 1,811.04㎡
建築面積 1,263.21㎡
延床面積 19,932.37㎡
構造・階数 鉄骨造、鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造・
 地下2階、地上16階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストRS：CES9510W 
棚付二連紙巻器：YH702／音姫（トイレ用擬音装置）：YES412R
自動洗浄小便器：UFS900WR
ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）：MKWE／歯みがき器：L595
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK01R1A1AND1WA
ベビーシート：YKA25S／ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
手すり：YYB10／パブリック用手すり：T112CL10、T112CU22
LED照明付鏡（化粧照明タイプ）：EL80013／化粧鏡：YMK51K

ブースの間仕切り壁を天井まで立ち上げ、防犯対策を図るとともに、個室感を高めている。大便器は、デザイン性と機能性に優れたウォシュレット一体形便器ネオレストRSを採用。女性トイレには、擬音装置も備えている。洗面コーナーは、手荷物が濡れずに置けるツインデッキカウンターを採用。洗面コーナーとは別に、歯みがきコーナーと化粧直しがしやすいLED照明付鏡を採用したパウダーコーナーを設置している。オフィスの通路から、トイレの場所へわかりやすく誘導できるように、突き出しサインを設置。身だしなみ配慮として、トイレ入口付近には全身鏡を設けている。

エントランスホールや室内の廊下は、上質な回廊風デザイン。さまざまな石材を用い水の循環をイメージさせる坪庭のアート作品や、愛知県産の木材を使用したデザイン壁が印象的な空間となっている。

小便器は、床の清掃がしやすい壁掛型の自動洗浄小便器を設置。BCP対応として停電時でも使用可能な自己発電タイプを採用している。男女トイレとも、L型手すりを備えた大便器ブースを1ヶ所ずつ完備している。グレーの石目と木目調を調和させたスタイリッシュな空間。男性トイレにも、洗面コーナーとは別に歯みがきコーナーを設置。快適に使用できるとともに、機能分散して混雑緩和を図っている。男性トイレ入口の横には、テーブルを備えたWEBミーティングスペースを各階2ヶ所設置。周囲の喧騒に邪魔されず、リモートコミュニケーションを行う場合などに最適な空間となっている。

さまざまな身体状況のワーカーや来訪者に配慮した多目的トイレ。建物1Fには商業店舗が入居しているため、乳幼児連れにも配慮され、ベビーシートやベビーチェア、フィッティングボードも完備している。

エニシオ名 駅
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エニシオ名 駅

1F 多目的トイレ さまざまな身体状況のワーカーや来訪
者に配慮した多目的トイレ。建物1Fに
は商業店舗が入居しているため、乳
幼児連れにも配慮され、ベビーシート
やベビーチェア、フィッティングボードも
完備している。

オフィスフロア
男性トイレ 入口

男性トイレ入口の横には、テーブルを
備えたWEBミーティングスペースを各
階2ヶ所設置。周囲の喧騒に邪魔され
ず、リモートコミュニケーションを行う場
合などに最適な空間となっている。

オフィスフロア
男性トイレ 
洗面・歯みがきコーナー

グレーの石目と木目調を調和させたス
タイリッシュな空間。男性トイレにも、洗
面コーナーとは別に歯みがきコーナー
を設置。快適に使用できるとともに、機
能分散して混雑緩和を図っている。

オフィスフロア
男性トイレ 
小便器・大便器コーナー

小便器は、床の清掃がしやすい壁掛
型の自動洗浄小便器を設置。BCP対
応として停電時でも使用可能な自己
発電タイプを採用している。男女トイレ
とも、L型手すりを備えた大便器ブー
スを1ヶ所ずつ完備している。

1F エントランスホール エントランスホールや室内の廊下は、
上質な回廊風デザイン。さまざまな石
材を用い水の循環をイメージさせる坪
庭のアート作品や、愛知県産の木材
を使用したデザイン壁が印象的な空
間となっている。

オフィスフロア
女性トイレ 入口

オフィスの通路から、トイレの場所へわ
かりやすく誘導できるように、突き出し
サインを設置。身だしなみ配慮として、
トイレ入口付近には全身鏡を設けて
いる。

オフィスフロア
女性トイレ 
洗面・パウダーコーナー

洗面コーナーは、手荷物が濡れずに
置けるツインデッキカウンターを採用。
洗面コーナーとは別に、歯みがきコー
ナーと化粧直しがしやすいLED照明
付鏡を採用したパウダーコーナーを設
置している。

オフィスフロア
女性トイレ 
大便器コーナー

ブースの間仕切り壁を天井まで立ち
上げ、防犯対策を図るとともに、個室
感を高めている。大便器は、デザイン
性と機能性に優れたウォシュレット一
体形便器ネオレストRSを採用。女性ト
イレには、擬音装置も備えている。

建築概要
名称 エニシオ名駅
所在地 愛知県名古屋市中村区名駅4-801-803
施主 オー・ティー・ワン特定目的会社
設計 大成建設株式会社
施工 大成建設株式会社
竣工年月 2023年8月
敷地面積 1,811.04㎡
建築面積 1,263.21㎡
延床面積 19,932.37㎡
構造・階数 鉄骨造、鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造・
 地下2階、地上16階

おもなTOTO使用機器
ウォシュレット一体形便器 ネオレストRS：CES9510W 
棚付二連紙巻器：YH702／音姫（トイレ用擬音装置）：YES412R
自動洗浄小便器：UFS900WR
ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）：MKWE／歯みがき器：L595
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK01R1A1AND1WA
ベビーシート：YKA25S／ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
手すり：YYB10／パブリック用手すり：T112CL10、T112CU22
LED照明付鏡（化粧照明タイプ）：EL80013／化粧鏡：YMK51K

外観

名古屋駅エリアに
立地する、次世代型
オフィスビル「エニシ
オ名駅」。個の集合
体が印象的な外観
デザインは、コンピュ
テーショナルデザイ
ンの導入により、「眺
望の確保」と「窓まわ
り空間の快適化」を
両立させている。

オフィスフロア トイレ図面

水まわりの特長
建物の特徴

「エニシオ名駅」は、JRや名鉄名古屋本線、近鉄名古屋線、地下鉄などの主要駅
が集まり中部経済の未来を担う名古屋駅エリアに、2023（令和5）年8月に誕生し
た次世代型オフィスビルである。人・街・世界が有機的にリンクする新しいビジネス
の創造を見据え、「縁（えにし）」と大きな輪をイメージしたアルファベットの「O」から
名付けられた。高度な制震・BCP・環境性能のもと、周辺環境との調和と最新技術
による機能性と意匠性を追求した。快適なオフィス空間実現のために、コンピュー
ショナルデザインを導入。眺望を確保しつつ、最適な日射制御による窓まわり空間
の快適化を図っている。さらに各階にWEBミーティングスペースを設けるなど、生
産性向上をサポートするビジネス機能も充実させている。

トイレの特長
水まわりの器具は、快適性と衛生面に配慮して選定。オフィスフロアの男女トイレの
大便器は、やわらかなフォルムのデザインと機能性に優れたウォシュレット一体形便
器ネオレストRSを採用。さらに快適性に配慮して、各トイレ内に歯みがきコーナー、
女性トイレにはパウダーコーナーを設置し、洗面コーナーの混雑緩和を図ってい
る。また衛生面に配慮し、壁掛型の自動洗浄小便器や継ぎ目のないツインデッキカ
ウンター（ボウル一体タイプ）を選定。 BCP対応として、自動洗浄小便器や洗面カ
ウンターの水栓は、自己発電タイプを採用している。1Fには、商業店舗が入居して
いることから、乳幼児連れにも配慮したベビーシートやベビーチェア、フィッティング
ボードを完備したバリアフリートイレを設置している。
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